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委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

大お
お

場ば　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
築
館
）

　

曽そ

根ね　

金か
ね

雄お

さ
ん
（
築
館
）

　

佐さ

竹た
け

き
み
子こ

さ
ん
（
築
館
）

　

鈴す
ず

木き　

康や
す
の
り則

さ
ん
（
若
柳
）

　

岩い
わ
ぶ
ち淵　

敬け
い
い
ち一
さ
ん
（
若
柳
）

　

鈴す
ず

木き　

春は
る

江え

さ
ん
（
若
柳
）

　

秋あ
き
や
ま山　

憲の
り
よ
し義
さ
ん
（
栗
駒
）

　

岩い
わ
ぶ
ち渕　
　

弘ひ
ろ
し
さ
ん
（
栗
駒
）

　

佐さ

さ々

木き

吉よ
し

司じ

さ
ん
（
栗
駒
）

　

吉よ
し

田だ　

優ま
さ
と
し俊
さ
ん
（
栗
駒
）

　

及お
い
か
わ川　

正し
ょ
う
い
ち一
さ
ん（
高
清
水
）

　

黒く
ろ
さ
わ澤　

光み
つ
ひ
ろ啓
さ
ん
（
一
迫
）

　

狩か
り

野の　

和か
ず
よ
し義
さ
ん
（
一
迫
）

　

三み

浦う
ら　

正ま
さ
か
つ勝

さ
ん
（
一
迫
）

　

大だ
い
こ
く黒　

昭あ
き

夫お

さ
ん
（
瀬
峰
）

　

米よ
ね
や
ま山　

嘉よ
し
ひ
こ彦
さ
ん
（
瀬
峰
）

　

菅す
が
わ
ら原　

英ひ
で
と
し俊
さ
ん
（
鶯
沢
）

　

佐さ

藤と
う　
　

勝ま
さ
る
さ
ん
（
金
成
）

　

阿あ

部べ　

一か
ず
の
ぶ信
さ
ん
（
金
成
）

　

多た

田だ　

仁じ
ん
い
ち一
さ
ん
（
金
成
）

　

佐さ

さ々

木き　

弘ひ
ろ
し

さ
ん（
志
波
姫
）

　

尾お

形が
た

陽よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん（
志
波
姫
）

　

狩か

野の　

善よ
し
の
り典
さ
ん
（
花
山
）

　

千ち

葉ば　

優ゆ
う

子こ

さ
ん
（
花
山
）

　

東
分
署
（
若
柳
）
に
配
備
さ

れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
14
年
を
経
過
し
た
の
で
、
新

し
く
購
入
し
ま
す
。（
更
新
目

安
15
年
）

［
金
額
］

　

４
７
４
４
万
円 

[

財
産
取
得
の
相
手
方]

　

㈱
古
川
ポ
ン
プ
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
〈
大
崎
市
〉

財
産
の
取
得

６
０
０
㍑
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
取
得

人
表

彰

事
○
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

武た
け　

田だ　

孝こ
う　

一い
ち

さ
ん
（
若
柳
）
新
任

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　

鈴す
ず　

木き　

由ゆ

紀き

子こ

さ
ん
（
築
館
）
再
任

　

横よ
こ　

山や
ま　

洋よ
う　

子こ

さ
ん
（
築
館
）
再
任

　

曽そ　

根ね　

金か
ね　

雄お

さ
ん
（
築
館
）
再
任

　

五い
が
ら
し

十
嵐　

安や
す　

子こ

さ
ん
（
栗
駒
）
再
任

議
員
職
15
年
以
上

　

佐さ

さ々

木き

嘉よ
し
ろ
う郎　

議
員

６
月
定
例
議
会
で
の
審
議
結
果

議
員
職
20
年
以
上

　

菅す
が
わ
ら原　

勇ゆ
う

喜き　

議
員

農
業
委
員
の　
　
　

　
　

任
命
に
同
意

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
一

部
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
な
農
業
委
員
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
７
月
24
日
か
ら
３
年
と
な
り
ま

す
。

　

第
93
回
全
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
り
、
市
政
の
振
興
に
努
め
た
功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

人事・財産の取得

消防ポンプ自動車のイメージ
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陳 情

　

６
月
定
例
議
会
で
は
１
件
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
発
議
案
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
次
の
と
お
り
で
、
宮
城
県
知
事
に
対
し
、

要
請
し
ま
し
た
。

国民健康保険税が
引き上げにならないよう求める

特別委員会の設置決まる

　

平
成
27
年
５
月
に
公
布
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
事
業
は
都
道
府
県

単
位
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
宮
城
県
は
、
制
度
移
行
後

の
安
定
的
運
営
の
た
め
国
が
示

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

県
と
県
内
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
運
営
に
取
り
組
む
た
め

の
統
一
的
な
指
針
と
し
て
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
を
定
め
る

と
し
て
い
る
。

　

県
が
４
月
に
示
し
た
「
国
民

健
康
保
険
運
営
方
針
案
」
に
よ

る
と
、「
高
齢
者
や
低
所
得
者

の
加
入
率
が
高
い
と
い
う
構
造

的
問
題
を
抱
え
る
」
と
い
う
認

識
が
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た「
法

定
外
一
般
会
計
繰
入
か
ら
の
解

消
」
も
強
調
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
、
各
市
町
村
が
住
民
負

担
軽
減
に
努
め
て
き
た
こ
と
が

継
続
で
き
ず
、
国
民
健
康
保
険

税
（
料
）
の
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
の
声
が
あ
る
。

　

都
道
府
県
単
位
で
の
国
民
健

康
保
険
事
業
は
平
成
30
年
度
か

ら
と
な
っ
て
い
る
が
、
宮
城
県

か
ら
の
事
業
費
納
付
金
・
標
準

保
険
税
（
料
）
試
算
が
公
表
さ

れ
て
い
な
い
。
高
齢
者
や
低
所

得
者
の
加
入
率
が
高
い
と
い
う

認
識
を
踏
ま
え
、
国
民
健
康
保

険
税
（
料
）
の
引
き
上
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
強
く
求
め
る
。

瀬
峰
場
外
離
着
陸
場
の
整
備
促

進
に
関
す
る
要
望
書

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
日
本
パ
イ
ロ
ッ

ト
協
会

理
事
長　

佐
々
木　

逸
馬
さ
ん

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
た
め
行
動
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
お
願
い

２
０
１
７
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進

宮
城
県
実
行
委
員
会

代
表
委
員　

青
木　

正
芳
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
14
人

宮
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
案
に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　

会
長　

刈
田　

啓
史
郎
さ
ん

就
学
援
助
の
拡
充
と
運
用
の
見

直
し
を
求
め
る
陳
情
書

民
主
教
育
を
す
す
め
る
宮
城
の

会　

代
表　

太
田　

直
道
さ
ん

　

平
成
26
年
２
月
に
設
置
し
た

「
指
定
廃
棄
物
の
最
終
処
分
等

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」

は
、
議
員
任
期
の
満
了
に
よ
り
、

平
成
29
年
４
月
30
日
に
終
了
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
指
定
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
問
題
、
汚
染
稲
わ
ら

の
一
時
保
管
の
問
題
及
び
放
射

性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
農
林
系

廃
棄
物
な
ど
の
処
理
に
係
る
問

題
は
、
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
引
き
続
き
調
査

を
行
う
た
め
、
議
長
を
除
く
、

議
員
25
人
で
構
成
す
る
「
指
定

廃
棄
物
の
最
終
処
分
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
の
理
解
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
議
会
報
告
会
の
企
画

立
案
並
び
に
議
会
報
告
会
後
の

政
策
立
案
お
よ
び
政
策
提
言
に

向
け
た
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、

議
員
７
人
で
構
成
す
る
「
議
会

報
告
会
運
営
調
査
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

６月定例議会に４件の陳情書が
提出されました。

意 

見 

書

（宮城県国民健康保険運営方針に関する意見書）

指
定
廃
棄
物
等
の

処

分

調

査

議

会

報

告

会

運

営

調

査

意見書・陳情・特別委員会設置
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委員会報告

　

移
住
定
住
の
支
援
事

業
と
し
て
、
遠
距
離
通

勤
を
支
援
す
る
予
算
１
２
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

遠
距
離
と
は
何
㌔
か
。
ま
た

対
象
人
数
の
見
込
み
は
。

　

片
道
50
㌔
以
上
と
し

主
に
仙
台
圏
の
若
者
40

人
を
想
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
27
年
度

に
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と
と

も
に
、
市
の
総
合
計
画
に
も
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

の
新
卒
者
に
も
４
月
か
ら
適
用

し
た
い
。

　

な
お
、
月
額
１
万
円
が
上
限

で
あ
る
。

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
・

補
正
具
購
入
費
補
助
金

は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
件
分
を
見
込

ん
だ
予
算
な
の
か
。

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
は

36
件
、
乳
房
補
正
具
は

21
件
で
あ
る
。

　

赤
ち
ゃ
ん
用
品
券
支

給
事
業
は
、
平
成
29
年

４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
、
満
１
歳
に
な
る
ま
で
毎
月

３
０
０
０
円
分
の
用
品
券
が
も

ら
え
る
の
か
。

　

そ
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
る
。
平
成
29
年
４

月
に
遡
っ
て
支
給
す
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に

お
い
て
、
若
柳
地
区
の

新
山
十
文
字
線
の
工
事
請
負
費

及
び
築
館
地
区
の
駅
前
大
通
線

の
測
量
設
計
業
務
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
両
路
線
と
も
早
期

　

移
住
定
住
の
支
援
事

業
と
し
て
、
若
者
定
住

を
促
進
す
る
予
算
２
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
の
対
象
者
と
内
容
は
。

　

ア
パ
ー
ト
く
ら
し
な

ど
を
し
て
い
る
若
者
が

実
家
な
ど
で
親
と
同
居
す
る
場

合
、
新
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム

し
た
場
合
の
住
宅
ロ
ー
ン
へ
の

助
成
で
あ
り
、
毎
年
の
年
度
末

残
高
に
５
％
を
か
け
、
そ
の
上

限
額
20
万
円
を
助
成
す
る
。

　

補
正
予
算
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
遊
具
撤

去
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
理
由
は
何
か
。

　

栗
駒
、
栗
駒
南
、
築

館
に
つ
い
て
は
、
遊
具

の
老
朽
化
の
他
に
、
幼
稚
園
の

跡
地
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
で
、

遊
具
自
体
が
幼
稚
園
児
を
対
象

と
し
た
も
の
で
、
小
学
生
に
は

そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
や
、
支
援
員

や
補
助
員
だ
け
で
は
遊
具
の
管

理
ま
で
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

撤
去
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

金
成
は
旧
金
成
小
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
、
鉄
棒
、
す
べ
り

台
、
ブ
ラ
ン
コ
、
登
り
棒
が
あ

る
が
、
老
朽
化
に
よ
り
撤
去
す

る
こ
と
と
し
た
。

の
事
業
完
了
が
待
た
れ
る
。
事

業
完
了
年
度
の
見
込
み
は
。

　

都
市
計
画
道
路
新
山

十
文
字
線
は
、
平
成
31

年
度
の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
駅
前
大

通
線
は
、
平
成
35
年
度
完
了
年

度
と
し
て
い
る
。

通

勤

50

㌔

以

上

仙

台

圏

を

想

定

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

ロ
ー
ン
の
一
部
助
成

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

補

正

具

に

補

助

児

童

ク

ラ

ブ

遊

具

撤

去

赤
ち
ゃ
ん
用
品
券

毎
月
３
０
０
０
円
分

都

市

計

画

街
路
費
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
　

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
栗
原
文
化
会
館

修
繕
工
事
費
や
栗
駒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
工
事
費
が
盛
り
込
ま
れ

た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
６
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
市
道
整
備
に
か

か
る
工
事
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
営
住

宅
の
建
替
え
事
業
に
伴
い
新
た
に
整
備
す
る
駐
車
場
を
条
例
に
追

加
す
る
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
10
議
案
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
議
会
で
は
、
市
外
の
勤
務
地
に
通
勤
す
る
場
合
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
遠
距
離
通
勤
支
援
事
業
」
や
多

世
代
同
居
者
を
対
象
に
し
た
「
若
者
定
住
促
進
助
成
事
業
」
な
ど

の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
東
京
五
輪
の
事
前
合
宿
の
誘
致
活
動

な
ど
を
行
う
外
国
青
年
を
市
の
特
別
職
と
し
て
雇
用
し
、
報
酬
額

を
定
め
る
条
例
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

人
口
の
流
出
抑
制

移
住
定
住
を
促
進

市
道
整
備
工
事
費
に

４
億
１
０
０
０
万
円
を
計
上

栗
駒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

砂
入
り
人
工
芝
に
改
修

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

事業完了が待たれる若柳地区の新山十文字線
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栗
駒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
砂
入
り
人
工
芝
に
張

り
替
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

現
在
の
使
用
頻
度
や
、
学
校
の

大
会
な
ど
の
利
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

栗
駒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
利
用
状
況
は
、
平
成

28
年
度
の
利
用
日
数
が
46
日
、

利
用
件
数
が
49
件
、
利
用
者
延

べ
人
数
が
３
９
２
人
で
あ
る
。

大
会
は
、
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
改
正
は
、
瀬

峰
地
区
の
下
山
住
宅
集

会
所
を
条
例
か
ら
削
除
し
、
同

時
に
下
山
住
宅
駐
車
場
を
追
加

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
追
加
さ

れ
る
駐
車
場
は
、
入
居
者
専
用

の
も
の
で
あ
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
下
山
住
宅

に
は
入
居
者
専
用
の
駐

車
場
が
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

の
住
宅
建
替
え
事
業
の
な
か
で
、

入
居
者
専
用
の
駐
車
場
整
備
を

行
う
も
の
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

の
内
容
を
伺
う
。
ま
た
、
施
設

の
活
用
に
関
す
る
地
域
の
方
々

と
の
合
意
形
成
は
図
ら
れ
て
い

る
か
。　

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
栗
駒
山
か
ら
伊

豆
沼
・
内
沼
ま
で
の
市
全
域
を

エ
リ
ア
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

　

標
高
１
６
２
６
ｍ
か
ら
海
抜

５
ｍ
ま
で
の
標
高
差
が
栗
原
に

様
々
な
自
然
景
観
を
創
出
し
、

四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
景
観

　

市
の
中
核
機
能
地
域

と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
東
北
新
幹
線
の
「
く
り
こ
ま

高
原
駅
」
周
辺
か
ら
築
館
宮
野

地
区
ま
で
の
開
発
の
基
本
的
な

構
想
の
策
定
業
務
の
委
託
料
７

９
３
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
者
委
員
会
は
い
つ
設
置

す
る
の
か
。

　

改
修
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
な
り
に
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

盛
ん
に
大
会
で
も
使
っ
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

旧
鶯
沢
中
学
校
の
校

庭
に
あ
っ
た
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
２
面
と
照
明
設
備
が
、

一
昨
年
の
大
雨
被
害
に
よ
り
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
、
栗
駒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

改
修
す
る
こ
と
と
し
た
。
利
用

頻
度
に
つ
い
て
も
、
設
備
が
整

え
ば
今
以
上
に
使
っ
て
も
ら
え

る
と
考
え
て
い
る
。

や
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
の
爪
あ
と
の
映
像
な
ど
を

見
せ
な
が
ら
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
16
の
ジ
オ
サ
イ

ト
に
案
内
し
、
子
ど
も
達
の
ジ

オ
パ
ー
ク
学
習
の
場
に
活
用
で

き
る
よ
う
施
設
を
整
備
す
る
。

　

ま
た
、
施
設
の
活
用
に
関
す

る
地
域
と
の
合
意
形
成
に
つ
い

て
は
、
旧
栗
駒
小
学
校
跡
地
は
、

閉
校
後
も
地
域
の
運
動
会
や
健

康
診
断
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
詳
細
に

協
議
し
て
い
く
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト
看
板
の

設
置
場
所
を
伺
う
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト
の
説
明

看
板
と
し
て
、
鶯
沢
地

区
の
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
と
花

山
地
区
の
浅
布
渓
谷
下
流
の
２

カ
所
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
基
礎
調

査
や
対
象
地
域
の
特
性

分
析
、
課
題
の
整
理
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。
第
三
者
委
員
会

は
、
年
度
内
に
設
置
し
た
い
。

　

委
託
業
務
は
２
年
計
画
で
進

め
る
予
定
で
、
総
額
は
約
１
９

０
０
万
円
で
あ
る
。

中
核
機
能
の
地
域

現
状
分
析
を
優
先

栗
駒
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修

市
営
住
宅
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
ジ
オ
サ
イ

ト
看
板
整
備
工
事
に
つ
い
て

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

遠距離通勤に利用される高速バス

改修される栗駒テニスコート


